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に
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
転
入
し
た
場
合

転
入
前
の
市

区
町
村
で
交
付
さ
れ
た
受
診
票
と

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
交
換
以
後

の
妊
婦
健
診
か
ら
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
市
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
転
出
し
た
場
合

安
城
市
の
受

診
票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
転
出

先
の
市
区
町
村
に
、
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

今
年
３
月

日
以
前

３１

に
交
付
し
た
受
診
証
を
お
持
ち
の

人
や
県
外
受
診
・
助
産
院
で
受
診

し
て
い
る
人
は
、
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
来
年
２
月
ま

で
に
受
診
し
た
分
に
つ
い
て
、
来

年
３
月

日
昌
ま
で
に
申
請
を
し

３１

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

妊
娠
中
の

母
体
の
健
康

は
、
産
ま
れ

て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
の
た
め

に
も
大
切
で

す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、
妊

産
婦
が
バ
ッ
グ
な
ど
に
つ
け
る
こ

と
で
、
妊
産
婦
で
あ
る
こ
と
を
周

囲
の
人
が
気
づ
き
配
慮
し
や
す
く

す
る
も
の
で
す
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子

健
康
手
帳
交
付
時
に
マ
タ
ニ
テ
ィ

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
外
出
す
る
と
き
に
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
利
用
者
の
声

お
腹
が
目
立
た
な
い
こ
ろ
、
マ

タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
か
ば

ん
に
付
け
て
買
い
物
を
し
て
い
た

ら
、
見
知
ら
ぬ
お
ば
さ
ん
に「
お

体
お
大
事
に
」と
声
を
か
け
て
も

ら
い
、
う
れ
し
か
っ
た
。

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

ま
し
ょ
う

母
子
健
康
手
帳
は
、
母
と
子
の

健
康
状
態
を
記
録
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
母
子
の
健
康
を
守
り
、
健

や
か
な
子
育
て
の
た
め
に
必
要
な

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
手
帳

交
付
時
に
は
、
次
回
の
妊
婦
健
診

か
ら
費
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

受
診
票

回
分
を
お
渡
し
し
て
い

１４

ま
す
。
医
療
機
関
で
妊
娠
届
出
書

を
も
ら
っ
た
ら
、
早
め
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
妊
婦
健
康
診
査（
妊
婦
健
診
）は

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

妊
婦
健
診
は
、
妊
婦
や
赤
ち
ゃ

ん
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

妊
娠
中
は
、
お
な
か
の
中
で
赤

ち
ゃ
ん
が
日
々
成
長
し
、
妊
婦
の

心
と
か
ら
だ
も
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
妊
娠
に
気
づ
い
た
ら
、
早
め

に
医
療
機
関
で
受
診
し
、
定
期
的

て
く
だ
さ
い
。

■「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」

を
し
て
い
ま
す
！

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
う
れ
し

い
反
面
、
子
育
て
に
は
不
安
や
悩

み
が
つ
き
も
の
で
す
。
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
で
は
、
子
育
て

と
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を

応
援
し
ま
す
。

●
対
象

生
後
４
か
月
を
む
か
え

る
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
す
べ

て
の
家
庭

●
訪
問
ス
タ
ッ
フ

看
護
師
な
ど

●
内
容

子
育
て
支
援
情
報
誌
な

ど
を
配
布
、
現
在
の
子
育
て
に
関

す
る
不
安
や
悩
み
の
相
談

●
そ
の
他

出
生
届
を
出
し
た
人

に
案
内
を
送
り
ま
す
。
そ
の
後
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
し
て

訪
問
し
ま
す
。

■
安
城
市
不
妊
治
療
等
助
成
制
度

市
で
は
、
不
妊
治
療
費
な
ど
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ

か
が
市
内
在
住
で
、
医
療
保
険
に

加
入
し
て
お
り
、
医
師
が
不
妊
治

療
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
法
律

上
の
夫
婦

●
対
象
期
間

今
年
３
月
～
来
年

２
月
の
診
療
分

●
内
容

不
妊
検
査
、
治
療
の
効

果
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
、
一

般
不
妊
治
療
、
人
工
授
精

●
助
成
額

１
夫
婦
１
年
度
に
つ

き
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１
で
、

上
限
額
が
５
万
円

※
継
続
す
る
２
年
間
を
対
象
期
間

と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み

申
請
書
・
領
収
書
・

健
康
保
険
証（
夫
婦
分
）・
印
鑑
を

持
っ
て
、
来
年
３
月

日
昌
ま
で

３１

の
捷
～
晶（
抄
承
、
年
末
年
始
を

除
く
）午
前
８
時

分
～
午
後
５

３０

時

分
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

１５
※
今
年
３
月
～
来
年
２
月
の
診
療

分
の
申
請
は
、
来
年
４
月
以
降

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
受

診
等
証
明
書
に
、
毎
月
１
回
医

療
機
関
で
証
明
を
受
け
、
早
め

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
市
内

関
係
医
療
機
関
で
配
布
。

ここのマークを見かけたら、やさしこのマークを見かけたら、やさしいい
心遣いをお願いしま心遣いをお願いしますす マタニティマーマタニティマークク

母子健康手帳妊産婦・乳児
健康診査受診票

■問
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　

〉１
１
３
３
）

７６

す
͜
΍
か
な
೛
৷
と
ग़
࢈
の
ͨ
Ί
に

安
城
市
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

　
体
育
の
振
興
、
発
展
に
尽
く
し

た
個
人
と
、
各
種
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
体
育
功
労
者（
１
人
）

岡
元
 幸
  一
 （安
城
市
サ
ッ
カ
ー
協

こ
う
 い
ち

会
／
池
浦
町
）

■
特
別
優
秀
選
手（
１
人
）

新
海
 真
 美   （
レ
ス
リ
ン
グ
／
ア
イ

ま
 
み

シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
叙
）

■
優
秀
選
手（
　
人
）

５２

神
谷
 留
 （陸
上
／
尾
崎
町
）

と
ど
む

田
中
 也
  寸
  志
 （同
／
東
亜
合
成
叙
）

や
 
す
 
し

中
野
 弘
  幸
 （同
／
愛
知
教
育
大
学
）

ひ
ろ
 ゆ
き

平
岩
 和
  貴
 （ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
／
安

か
ず
 
き

加
藤
 優
  希
 （同
／
名
古
屋
市
立
若

ゆ
う
 
き

水
中
学
校
）

木
村
 遼
 
り
ょ
う

 太
 （同
／
錦
町
小
学
校
）

た

中
島
 唯
 （同
）

ゆ
い

高
須
 翔
 
し
ょ
う

 生
 （同
／
安
城
北
部
小
学
校
）

い

守
口
 陽
  美
 （同
）

み
な
 
み

木
村
 七
  海
 （同
）

な
な
 
み

大
久
保
 珠
  美
 （同
／
新
田
小
学
校
）

た
ま
 
み

加
藤
 峯
  規
 （同
／
今
池
小
学
校
）

み
 
き

 肥
  田
  木
  貴
  大
 （同
／
安
城
南
部
小

ひ
 
た
 
き
 
た
か
 ひ
ろ

学
校
）

繁
原
 大
  樹
 （ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
／
科

ひ
ろ
 
き

学
技
術
学
園
高
等
学
校
刈
谷
）

佐
々
木
 将
 
し
ょ
う

 来
 （同
）

き

鈴
木
 健
  悟
 （同
）

け
ん
 
ご

 石
  郷
  岡
 

い
し
 ご
う
 お
か

 駿
 
し
ゅ
ん

 介
 （同
）

す
け

野
中
 優
 （バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
岡
崎

ゆ
う

城
西
高
校
）

野
中
 隆
 
り
ゅ
う

 太
  郎
 （同
／
二
本
木
小
学
校
）

た
 
ろ
う

近
藤
 洋
  史
 （サ
ッ
カ
ー
／
安
城
東

ひ
ろ
 
し

高
等
学
校
）

加
藤
 優
  里
 （水
泳
／
愛
知
産
業
大

ゆ
 
り

学
三
河
高
等
学
校
）

伊
吹
 悠
  斗
 （同
／
東
山
中
学
校
）

ゆ
う
 
と

中
村
 友
  美
 （柔
道
／
安
城
北
中
学
校
）

ゆ
 
み

友
成
 琴
  音
 （同
）

こ
と
 
ね

小
山
 遥
  佳
 （同
／
安
城
市
柔
道
会
）

は
る
 
か

中
村
 文
  美
 （剣
道
／
作
野
小
学
校
）

あ
や
 
み

鈴
木
 翔
 
し
ょ
う

 大
 （野
球
／
安
城
南
中
学
校
）

た

梅
村
 康
  平
 （同
／
安
城
南
部
小
学
校
）

こ
う
 へ
い

城
五
十
鈴
叙
）

栗
原
 綾
 
り
ょ
う

 子
 （バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

こ

ル
／
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ

ュ
叙
）

濱
口
 京
 
き
ょ
う

 子
 （同
）

こ

岩
村
 憲
  治
 （水
泳
／
ア
イ
シ
ン
・

け
ん
 
じ

エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
叙
）

長
谷
川
 育
  巳
 （同
）

い
く
 
み

千
田
 智
  子
 （ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
安

と
も
 
こ

城
養
護
学
校
）

坂
口
 由
  一
 （バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
叙

よ
し
 か
ず

豊
田
自
動
織
機
）

甲
斐
 友
  梨
 （レ
ス
リ
ン
グ
／
ア
イ

ゆ
 
り

シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
叙
）

山
名
 慧
 （同
）

け
い

大
島
 淳
 （ア
ー
チ
ェ
リ
ー
／
日
本

じ
ゅ
ん

体
育
大
学
）

深
谷
 知
  広
 （自
転
車
／
相
生
町
）

と
も
 ひ
ろ

三
浦
 誠
 （陸
上
／
科
学
技
術
学
園

ま
こ
と

高
等
学
校
刈
谷
）

山
田
 千
  絢
 （同
）

ち
 
あ
や

櫻
井
 京
 
き
ょ
う

 子
 （同
）

こ

荒
木
 伴
  哉
 （同
）

と
も
 
や

村
井
 良
  行
 （同
／
安
城
養
護
学
校
）

よ
し
 ゆ
き

矢
城
 琴
  美
 （同
／
安
城
高
等
学
校
）

こ
と
 
み

川
浪
 駿
 （同
／
東
山
中
学
校
）

し
ゅ
ん

岡
田
 徹
  也
 （同
／
安
城
南
中
学
校
）

て
つ
 
や

荻
野
 佑
 （同
／
安
城
西
中
学
校
）

ゆ
う

大
参
 花
  菜
 （同
／
安
城
北
中
学
校
）

か
 
な

河
合
 詩
  菜
 （同
／
安
祥
中
学
校
）

し
い
 
な

上
田
 真
  実
 （卓
球
／
安
城
中
部
小

ま
 
み

学
校
）

加
藤
 結
  有
  子
 （同
）

ゆ
 
う
 
こ

藤
原
 晃
  也
 （空
手
道
／
三
河
安
城

こ
う
 
や

小
学
校
）

■
優
秀
団
体（
　

団
体
）

１８

叙
ニ
ッ
セ
イ（
野
球
）、Ｔ
Ｋ（
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
）、Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ（
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
）、ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・

ダ
ブ
リ
ュ
㈱
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
水

泳
）、ア
イ
シ
ン
精
機
㈱（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）、愛
知
男
子
リ
レ
ー
チ
ー

ム（
陸
上
）、愛
知
女
子
リ
レ
ー
チ

ー
ム（
陸
上
）、科
学
技
術
学
園
高

等
学
校
刈
谷
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
安
城
北
中
学

校
女
子
柔
道
部
、
篠
目
中
学
校
男

子
低
学
年
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
陸
上
）、

安
城
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
６
年

男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
２
チ
ー
ム
）・

６
年
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
２
チ

ー
ム
）・
５
年
混
合
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、

桜
林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
）、安
城
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野

球
協
会
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■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

体
育
功
労
者
ほ
か
を
決
定

　
　
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

４８７
査
の
結
果
、
　
点
の
入
賞
作

２９

品
を
選
出
し
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
プ
リ
は
大
矢
 敏
  博
 さ
ん

と
し
 ひ
ろ

（
新
田
町
）の
「
祭
り
に
い
こ

う
よ
！
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
上
位
入
賞
者

は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

特
選
糸
時
津
 伸
  一
 （東
浦
町
）

し
ん
 い
ち

準
特
選
糸
杉
浦
 孟
  悟
 （碧
南

た
け
 の
り

市
）、太
田
 正
  昭
 （安
城
町
）

ま
さ
 あ
き

●
問
い
合
わ
せ
　
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

▲

大
矢
敏
博
さ
ん
の
作
品
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●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
晶
午
後

１０

３０

５
時
ま
で
に
応
募
用
紙
を
記
入
し
、

直
接
市
民
活
動
課
へ

※
募
集
要
項
・
応
募
用
紙
は
同
課
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

育
成
方
針
の
策
定
な
ど

■
行
政
の
公
平
性
・
透
明
性
の
向

上
と
説
明
責
任

　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
及

び
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
事
務
事
業

評
価
へ
の
外
部
評
価
の
実
施
な
ど

※
報
告
書
は
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
活
動
内
容
　
条
例
素
案
の
作
成
・

審
議
会
へ
の
提
言

●
活
動
日
　
　
月
か
ら
月
２
回
程

１２

度
、
原
則
平
日
午
後
７
時
か
ら
２

時
間
程
度

●
応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て
い

る
人

●
募
集
人
数
　
　
人
程
度（
応
募

１０

者
多
数
の
場
合
選
考
）

　
安
城
市
市
民
参
加
条
例
と
は
、

安
城
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
が
市
政
に
参
加
で
き
る
権
利

を
保
障
す
る
た
め
に
、
市
民
参
加

の
手
段
や
方
法
を
具
体
的
に
定
め

る
も
の
で
す
。
協
働
に
関
す
る
指

針
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
、

活
動
す
る
方
法
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

■問
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　

〉２
２
１
８
）

７１

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
は
、
行
政

改
革
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的
な

計
画
で
す
。
平
成
　
年
度
は
、
計

２０

画
の
大
半
を
当
初
の
予
定
通
り
に

進
め
、
経
費
削
減
額
は
約
２
億
１

０
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
や
学
識
経
験
者
か
ら
な

る
行
政
改
革
懇
話
会
か
ら
、「
今
後

と
も
市
民
の
た
め
の
『
行
革
』で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
、
更
な
る
努
力

を
期
待
す
る
（
抜
粋
）」と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
重
点
項
目
に
つ
い
て
の
主
な
取

り
組
み
は
次
の
と
お
り
。

■
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り

　
市
民
編
集
員
に
よ
る
広
報
あ
ん

じ
ょ
う
の
記
事
作
成
、
違
反
広
告

物
除
去
の
市
民
団
体
へ
の
委
任
な

ど■
効
率
的
・
効
果
的
な
財
政
運
営

　
創
意
と
工
夫
の
実
施
、
総
合
評

価
落
札
方
式
に
よ
る
入
札
の
試
行

な
ど

■
地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
経

営
基
盤
を
形
成

　
自
治
基
本
条
例
の
検
討
、
人
材

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　

〉２
２
０
５
）

７１

安
城
市
市
民
参
加
条
例
と
協
働
に
関
す
る
指
針
を
考

え
る
市
民
会
議
メ
ン
バ
ー
を
募
集

集
中
改
革
プ
ラ
ン

平
成
　

年
度
実
績
報
告
書
を
公
表

２０

市観光協会賞文化協会賞市教育委員会賞市議会議長賞市長賞
賞

部門

中野よし 枝 （弁天町）
え

植村 清 （横山町）
きよし

中根 和  子 （宇頭茶屋町）
かず こ

伊藤 文  子 （池浦町）
あや こ

森永 政  雄 （緑町）
まさ お

大見 誠  子 （新田町）
よし こ 金  田  義  子 （今池町）

かな だ よし こ

平尾 玲  子 （姫小川町）
れい こ

①

俳句
 橋 優  菜 （安祥中）

ゆう な

梅田 英  介 （高棚小）
えい すけ

岡田 虹  汰 （明祥中）
こう た

大見 雛  子 （安城北中）
ひな こ

久米 麻  美 （高棚小）
あさ み

杉浦 諒 （明和小）
りょう

吉村 奈  々  美 （安城東
な な み

部小）
白井 麻  奈 （安城北中）

ま な

②

左路としゑ（篠目町）深津 千  代  子 （昭和町）
ち よ こ

知  徳  彌 （里町）
とく や

早川 芳  郎 （和泉町）
よし ろう

遠山 敬  子 （里町）
けい こ

①

短歌

 熊  谷  茉  耶 （安城西中）
くま がえ まあ や

大久保 亮 
りょう

 祐 （安城北中）
すけ

鵜飼 椋 
りょう

 平 （東山中）
へい

小田 裕  子 （東山中）
ひろ こ

上村 茉  鈴 （安城西中）
ま りん

②

①一般　②小・中学生

●内容　３５４９人５６１９編の応募がありました。上位入賞者は下表の通り。〈敬称略〉
●問い合わせ　市民会館（緯〈７５〉１１５１）

　
　
月
　
日
昇
か
ら
交
付
す
る
住

１１

２４

民
票
、
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事

項
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

様
式
を
変
更
し
ま
す
。

　
手
数
料
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
住
民
票
　
世
帯
連
記
式
と
個
人

式
の
２
種
類
に
な
り
ま
す
。

暫
世
帯
連
記
式
　
通
常
発
行
す
る

も
の
。
現
住
所
と
前
住
所
の
み

記
載
。
氏
名
・
本
籍
・
筆
頭
者

な
ど
は
、
最
新
情
報
の
み
記
載
。

１
枚
に
同
一
世
帯
員
を
最
大
５

人
ま
で
記
載
で
き
、
必
要
な
人

を
複
数
選
択
し
て
、
世
帯
の
一

部
の
住
民
票
と
し
て
発
行
で
き

ま
す
。

暫
個
人
式
　
１
枚
に
１
人
の
記
載

で
、
　
月
１１

　
日
松
以

２１降
の
住
所
・

氏
名
・
本

籍
・
筆
頭

者
な
ど
の

履
歴
を
記

載
。
死
亡

や
転
出
な

ど
で
住
民

票
か
ら
消

除
さ
れ
た

人
は
、
個

人
式
だ
け
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

住
所
の
履
歴
の
記
載
が
必
要
な

場
合
や
、
死
亡
や
転
出
な
ど
で

消
除
さ
れ
た
人
の
住
民
票
が
必

要
な
場
合
は
、
こ
ち
ら
を
発
行

し
ま
す
。

　
　
月
　
日
晶
以
前
の
消
除
者

１１

２０

（
死
亡
・
転
出
な
ど
）や
住
所
の
履

歴
の
記
載
が
必
要
な
場
合
は
、
従

前
の
住
民
票
を
発
行
し
ま
す
。

●
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
　
世
帯
連
記
式
と
個
人
式
の

２
種
類
に
な
り
ま
す
。

暫
世
帯
連
記
式
　
１
枚
に
外
国
籍

の
同
一
世
帯
員
を
最
大
５
人
ま

で
記
載
で
き
、
最
新
の
情
報
の

み
記
載
。
同
一
世
帯
で
あ
っ
て

広報あんじょう　2009.10.15峨

も
日
本
国
籍
の
人
は
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
。
日
本
国
籍
の
人
の
証

明
が
必
要
な
場
合
は
、
別
途
、

住
民
票
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

暫
個
人
式
　
１
枚
に
１
人
の
記
載

で
、
必
要
な
場
合
に
限
り
住
所

履
歴
情
報
な
ど
も
記
載
。
出
国
・

帰
化
・
死
亡
な
ど
に
よ
り
外
国

人
登
録
が
閉
鎖
さ
れ
た
人
は
、

こ
ち
ら
を
発
行
し
ま
す
。

●
印
鑑
登
録
証
明
書
　
文
字
の
大

き
さ
・
印
字
位
置
な
ど
を
変
更
し

ま
す
。

■問
▼
市
民
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
１
）

７１

住民票・個人式

住民票・世帯連記式

住
民
票
な
ど
の
様
式
を
変
更
し
ま
す

市市保健センターでの研修風市保健センターでの研修風景景

た
。
そ
し
て
み
ん
な
で
一
緒

に
日
本
の
伝
統
的
な
ダ
ン
ス

（
盆
踊
り
）を
踊
り
ま
し
た
。

　
安
城
市
の
皆
さ
ん
は
と
て

も
親
切
で
す
。
中
央
図
書
館

で
の
研
修
の
際
、「
安
城
で
の

滞
在
が
楽
し
い
も
の
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
」と
多
く
の

市
民
が
話
し
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　
丈
山
苑
を
始
め
、
美
し
く

興
味
深
い
場
所
を
た
く
さ
ん

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分

は
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

安
城
市
滞
在
中
に
、
さ
ら
に

多
く
の
場
所
を
見
ら
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
１
か
月
は
、
安
城

市
役
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

を
学
ぶ
こ
と
で
と
て
も
忙
し

か
っ
た
で
す
。
日
本
の
地
方

自
治
体
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
と
て
も
似
て
い
ま
す
が
、

安
城
市
役
所
は
わ
た
し
が
勤

め
る
ホ
ブ
ソ
ン
ズ
ベ
イ
市
役

所
と
比
較
し
て
、
よ
り
多
く

の
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
た
し
の
第
一
印
象
で
し

た
。

　
今
池
児
童
ク
ラ
ブ
や
二
本

木
保
育
園
で
研
修
を
受
け
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
も
先

生
も
と
て
も
歓
迎
し
て
く
だ

さ
り
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド

を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
歌
を

う
た
っ
た
り
し
て
く
れ
ま
し

市保健センターでの研修風市保健センターでの研修風景景


